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••••• 
半澤 誠司教授 ( 専 攻  文 化 産 業 、経 済 地 理 学 )  

••••• 
( 1 )  社 会 学 と は どの よ う な 学 問 と お 考 え で す か 。   

 読 んで 字 の ごと く 、「 社 会 」を 研 究 対 象 と し て 、その 仕 組 みを 解 明 す

る学 問 で あ るのは 間 違 い あり ませ ん。 け れど も、 究 極 のと こ ろで は、 そ

の研 究 対 象 は ｢人 間 ｣ であり 、人 間 を 理 解 する ための 手 掛 かり の 1 つ

であ ると 考 えてい ま す。  

 も ち ろん 、 人 間 は 1 人 々々 千 差 万 別 ですし 、複 数 の 人 々 を 安 易 に

類 型 化 し て はい け ません 。身 近 な例 で い って も 、｢ 近 頃 の 若 い 者 は ～｣

だと か、 ｢男 ( 女 )は ～｣と い う よう な言 い 方 で 自 分 を 特 徴 づ け られて 、 愉

快 な 気 分 にな る 人 はまずい ない でし ょ う 。し かし 、個 人 差 はあれ ど、 人

間 が 自 ら の属 する 社 会 や環 境 か ら何 らかの 影 響 を 受 け 、 多 かれ 少 な

かれ人 格 や 行 動 が 左 右 さ れ るの も また 事 実 です 。  

 あく まで も 、人 間 を 理 解 する ための 1 要 素 に過 ぎま せん から 、あ る 人

の社 会 的 背 景 を 元 にその 全 人 格 を 判 断 す るよう なこ と は 厳 に 慎 まね

ばなり ませ んが 、 自 分 を 振 り 返 っ た 時 に、 周 り か ら何 の影 響 も 受 け な

かっ たと 断 言 で き る 人 はい ない でし ょ う 。そし て、 同 じ よう な 社 会 的 背

景 を 持 つ人 々の 行 動 や 考 え 方 には 、 往 々にし て統 計 的 な共 通 点 が

みられ ます 。そこ か ら、 では その 社 会 と は何 な のか 、な ぜ人 間 に その よ

う な影 響 を 与 える の か、と い った 疑 問 が 浮 かび 、 社 会 学 的 な研 究 に

繋 がり ま す。  
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 社 会 学 の研 究 を 専 門 にし ない で も 、 社 会 学 か ら 得 ら れ た知 見 を 知

ってい れ ば 、自 分 の 感 じ 方 や 考 え方 が 世 の 中 の標 準 と は 限 ら ない し 、

自 分 と は 大 きく 異 な る感 じ 方 や 考 え 方 を し た人 に も 、そ れ なり の理 由

がある 、と い った 心 構 えが 培 わ れる かと 思 い ます 。そ れは 、 謙 虚 さ と 寛

容 性 にも 繋 がり 、 人 間 関 係 を 豊 かにす るでし ょ う 。  

 ま た、 世 の 中 の 価 値 観 のほと ん どが 絶 対 的 な もの では 無 く 、社 会 的

な営 み の中 で 作 り 上 げ られ てき たこ と も理 解 でき るでし ょ う 。た だそ れ

は、 安 易 な相 対 主 義 に 陥 る 道 で はあり ません 。価 値 観 は 、 何 かの 判

断 を 下 そう と 思 えば 基 準 と し て必 ず必 要 に なる 上 に 、 それ が重 大 な 問

題 で あれば ある ほど 一 層 あて はま るも の であり 、様 々な 社 会 的 制 約 の

中 で 、そ の時 代 そ の地 域 の人 が 、より 良 く 生 き よう と し て 作 り 上 げて き

たも ので す。 たと え ある 種 の 価 値 観 に 基 づ い た 判 断 と そ の結 果 が 、後

の世 ・ 別 の 地 域 か らみれ ば理 解 し が た かっ たり 愚 し く みえ たり し たと し

ても 、 安 易 な断 罪 はで きませ ん。 むし ろ、 そう い った 営 み を 知 るこ と で、

皆 さ ん 自 身 の 価 値 観 を 磨 き上 げて 、 自 ら の限 界 を 知 り つつ も 、最 善

を 尽 くし て 悔 い の 残 らない 良 い 判 断 を し てい っ て欲 し い と 思 い ます。 大

袈 裟 にい えば 、 判 断 の 積 み重 ねこ そ が人 生 で ある ため 、 判 断 力 こ そ

が生 きる 力 の 源 泉 と もい えま す 。  

 し たが っ て、 人 間 の相 互 理 解 と 判 断 力 の 育 成 に資 する 学 問 、そ れ

が社 会 学 です 。社 会 学 、と い う より も 文 系 学 問 全 般 が 何 の 役 に 立 つ

のか分 から ない と 揶 揄 さ れま すが 、要 は 使 い 方 です 。  

 ( 2 )  先 生 が 専 攻 さ れ て い る 、 あ る い は 、 こ の 大 学 で 学 生 に

教 え ら れ て い る 社 会 学 と は ど の よ う な 学 問 で す か 。  

 コ ンテ ン ツ産 業 、 社 会 学 で は伝 統 的 に文 化 産 業 と 呼 ば れる 、産 業

群 を 研 究 し てい ま す 。映 像 、音 楽 、ゲー ム 、出 版 な どの 、 文 化 的 要 素

を 商 品 と す る 産 業 と 思 っ て 下 さ い 。 私 自 身 の 関 心 は 、 特 に 企 業 間 取

引 関 係 と 労 働 市 場 、お よ び企 業 の 地 域 的 な集 中 に あり ます。 つまり 、
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文 化 産 業 の文 化 的 側 面 より も 、 経 済 的 側 面 に 関 心 を 持 ってい ます 。

俗 な 言 い 方 を すれ ば、 文 化 を どう 商 売 にする か 、が研 究 関 心 です 。ま

た、こ こ から 派 生 し て、 中 小 企 業 の 下 請 け 関 係 や 、企 業 のイノ ベ ーシ

ョン活 動 と い った 分 野 に も関 心 を 持 っ てい ます 。  

 た だ社 会 学 では 、 伝 統 的 に 文 化 的 側 面 への関 心 が 高 く、 研 究 蓄

積 も 多 い で す 。その ため 、授 業 で は文 化 産 業 の 文 化 的 側 面 を 強 調 し

た研 究 の 紹 介 も 1 つの 軸 と な ってい ま す。  

 私 の研 究 で 強 調 し たい のは 、新 し い こ と を 産 み出 すた め に必 要 な

諸 々に 迫 れ る 点 で す。 文 化 的 商 品 は 、一 般 に 独 創 性 に 高 い 評 価 が

与 え られ ますが 、 実 際 は 独 創 性 の 評 価 基 準 が人 の 主 観 に 基 づ い て

い るため 、 後 世 で評 価 が 高 ま ったり 、逆 に低 く な ったり 、な ど もざ ら にあ

り ます。 また 、あ んま り 独 創 性 が 過 ぎ る と 、世 の人 が 拒 絶 反 応 を 示 し

て、 商 売 と し ては 失 敗 し たり と 、 どう にも 複 雑 怪 奇 な 側 面 が 多 々あり ま

す。 そのせい か 、 伝 統 はあ るの です が、 研 究 蓄 積 も 相 対 的 に少 なめ な

分 野 です 。そ のた め 、新 し い ものを 産 み 出 す ために 必 要 な 社 会 的 条

件 は 何 だ ろう と い う 、こ れま た 割 と 新 し い  ( 経 営 学 な どの 分 野 では そ

れ程 新 し い 話 で は あり ません が )課 題 に取 り 組 め る面 白 さ があり ます 。  

 ( 3 )  １ ～ ２ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

1 .  『 豊 饒 の 海  4 部 作 』 ( 三 島 由 紀 夫  新 潮 社  1 9 7 7 ～1 9 78 )  

色 々な 読 み 方 の で きる 小 説 で 、受 け 取 る含 意 は 人 そ れぞ れでし

ょ う 。個 人 的 には 青 春 小 説 で も あり 、 若 さ が持 つ 神 秘 性 と その

軽 薄 さ を 描 き なが ら も、 最 後 は 平 凡 な 現 実 や人 間 を 受 け 止 め

る人 間 賛 歌 でも あ る、と 私 は 感 じ まし た。 若 さ を 謳 歌 し て い る学

生 のう ちにこ そ 1 回 は読 ん でお くと 、後 で読 み 返 し た 時 の 感 慨

が深 い でし ょ う 。  

2 .  『 ロ ー マ 人 の 物 語  1 ～ 1 5 巻 』 ( 塩 野 七 生  新 潮 社  1 9 9 2～

2 0 0 6 )  日 本 は もち ろん 海 外 の歴 史 や 地 理 に関 し て、 学 生 のう
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ちに 一 定 の知 識 を 学 ん でも らい たい と 思 っ てい ま すが 、そ れは悪

い 受 験 勉 強 のよう な丸 暗 記 を し ろと い う こ と ではあり ま せ ん。

色 々な 時 代 や 地 域 で、 そこ に 生 きた 人 達 に 関 心 を 持 って も らい

たい から であり 、 そ れがひい て は皆 さ ん が接 す る 人 達 への 関 心 を

高 め 理 解 を 深 め る から です 。大 著 です が、 文 体 はすこ ぶ る 平 易

であり 、題 名 の 通 り ｢物 語 ｣と し て 読 め ま すので 、 読 み 進 むの が

苦 痛 には なら ない と 思 い ます 。  

3 .  『 教 養 主 義 の 没 落 』 ( 竹 内 洋  中 央 公 論 新 社  2 0 0 3 )  近 頃 の

学 生 が本 を 読 ま なく なっ たと い われ るよ う にな って 久 し い で すが、

では昔 の学 生 が 純 粋 な 気 持 ち で読 書 を し てい たかと い う と 、そう

でも ない 。 かつ ての 教 養 主 義 の本 質 に 迫 る 本 で すが 、こ れ を きっ

かけ に改 めて 読 書 の意 味 を 考 えて 欲 し い と 思 い ます 。  

4 .  『 階 級 都 市 － 格 差 が 街 を 侵 食 す る 』 (橋 本 健 二  文 藝 春 秋  

2 0 1 1 )  東 京 23 区 と はい って も 、地 域 によ って 居 住 者 の 階 層 は

大 き く異 なり ます 。 そう し た 地 域 性 の 違 い を 、 街 歩 き 風 に都 市

景 観 に注 目 し な が ら説 明 し てい ます 。 意 識 し て街 を 見 回 すと 、

その地 域 性 が 様 々 な形 で都 市 景 観 に 表 れてい ますし 、実 際 に

社 会 の動 きを 肌 で 感 じ るの も 大 切 なこ と です 。本 など で学 んだこ

と を 体 験 す べく 外 に 出 てみ て 欲 し い と 思 い ますので 、こ の本 を ガ

イド ブ ッ クと し て 街 を 見 て 下 さ い 。  

5 .  『 フ リ ー －〈 無 料 〉 から お 金 を 生 み 出 す新 戦 略 』 ( ク リ ス ･ アン ダ ー

ソ ン  N H K 出 版  20 0 9 )  本 当 はい け な い 事 です が、 ネッ ト 経 由

で、 本 来 有 料 のコ ン テ ンツを タ ダ で 手 に 入 れた 経 験 があ る 人 は

少 なく ない でし ょ う 。 し かし 、コ ンテ ン ツの 作 成 にはお 金 がか かり

ますの で、 対 価 を 受 け 取 れない 生 産 者 にと っ てはた ま った もの で

はあり ませ ん。 その ため 、必 死 で 生 産 者 は 違 法 ダウ ンロ ード を 防

ごう と し てい ま す。し かし 現 実 的 に は 、 技 術 が進 歩 し てい く ため

に、 消 費 者 が 簡 単 にタ ダでコ ンテ ンツを 入 手 する 流 れ は止 まり

そう にあり ません 。こ のよう な状 況 下 で 、 い っそタ ダ であ る 事 を 利
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用 し てお 金 儲 け を す るには どう し た らい い かを 論 じ た 、世 界 的 な

ベ スト セラ ーで す 。  

6 .  『 ア ニ メ を 仕 事 に! －ト リ ガ ー 流 ア ニメ 制 作 進 行 読 本 』 ( 桝 本 和 也  

星 海 社  2 0 1 4 )  話 題 と な るア ニメ 作 品 を 何 本 も生 み出 し てい る

会 社 のプ ロデ ューサ ーが、 ア ニメ 制 作 の 進 め 方 に つい て 、「 制 作

進 行 」と い う 役 割 の 視 点 から 語 った 本 です 。アニメ 業 界 で 働 き た

い 人 は目 を 通 す べ きで すが 、た だ作 品 を 見 て 楽 し んでい る 人 も 、

それを 送 り 出 す 現 場 が どのよう な 仕 組 みで動 い てい る のか に関

心 を 持 って 欲 し い で す。 その よう な 関 心 を 持 つこ と こ そ 、 今 目 の

前 に ある 社 会 現 象 の背 景 を 深 く 理 解 し よう と する 姿 勢 で あり 、

社 会 学 を 学 ぶ人 に と って 大 事 なだと 思 い ますので 。   

7 .  『 ア ニ メ プ ロデ ュ ー サー に な ろ う !  アニ メ ｢製 作 ｣ の 仕 組 み 』 (福 原

慶 匡  星 海 社  2 0 1 8 )  上 記 の『ア ニメを 仕 事 に！』と 似 てい ます

が、『け もの フ レン ズ 』のプ ロデ ュー サー が、ア ニメ産 業 の 仕 組 み

につい て 、 特 にお 金 の観 点 か ら包 括 的 に説 明 し た 本 で す。 い わ

ゆる 制 作 現 場 より も、 それを 動 か すた めのお 金 は どこ か ら 来 る の

かと い う 視 点 から 語 ってい ます 。こ れ ら の 2 冊 を 読 むこ と で 、アニ

メ 産 業 に限 ら ずコ ン テ ンツ 産 業 を 作 品 や人 と い っ た 観 点 から だ

け ではな く、 産 業 と し て捉 えら れる よう にな るでし ょ う 。  

8 .  『 コ ンテ ン ツ 産 業 論 － 混 淆 と 伝 播 の 日 本 型 モ デ ル 』 ( 出 口 弘 ・ 田

中 秀 幸 ・ 小 山 友 介  東 京 大 学 出 版 会  2 0 0 9 )  日 本 型 の コ ン

テ ンツ 産 業 と は何 か を 、ハリ ウ ッド 型 モデ ルと 対 比 し なが ら 論 じ

た本 です 。テ ー マが 多 岐 に渡 っ てい る た め、や や整 理 さ れ て い な

い 印 象 もあり ますが 、そ の分 考 え るた め の材 料 が豊 富 にあ ると

もい え ます 。コ ンテ ン ツ産 業 を 様 々な 観 点 か ら考 え るのに 向 い て

い ます。  

9 .  『 電 波 利 権 』 ( 池 田 信 夫  新 潮 社  2 0 06 )  日 本 のテ レ ビ放 送 網

がどの よう にし て形 成 さ れて き たかを 、 政 治 と の 関 わり も 踏 ま え

なが ら、 詳 述 し てい ます。 題 名 の 通 り 、 テ レビ 局 が 既 得 権 益 に

胡 坐 を か き 、健 全 な競 争 が 行 われ て い ない こ と が、テ レビ 放 送
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業 を 歪 め てい ると 、 鋭 く 批 判 し てい ます 。テ レ ビ局 の力 の源 泉 を

知 るこ と が 出 来 る で し ょ う 。  

10 .  『 作 画 汗 ま み れ  改 訂 最 新 版 』 ( 大 塚 康 生  文 藝 春 秋  2 0 1 3 )  

アニメ産 業 草 創 期 から 活 動 し てい る 、 「ルパン 3 世 」 など の作 画

監 督 を 務 め た一 流 のアニメータ ーが 、 自 ら の半 生 と 共 に 日 本 の

アニメ産 業 の 変 遷 を 現 場 の 目 線 か ら 見 た 本 で す。 現 場 の人

が、 ただの 思 い 出 話 では なく 、 でき る 限 り 客 観 的 に資 料 的 価 値

を 持 たせ よう と い う 書 き 方 を し てい る点 も出 色 です 。  

 ( 4 )  ３ ～ ４ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

1 .  『 ソ フ ト ・ パ ワ ー－ 21 世 紀 国 際 政 治 を 制 す る 見 え ざ る 力 』 ( J , ナ

イ  日 本 経 済 新 聞 社  2 0 0 4 )  文 化 力 が国 力 の源 泉 の 1 つで

あるこ と を 喝 破 し て い ます。 近 年 、 日 本 政 府 がコ ンテ ンツ 産 業 振

興 策 に力 を 入 れ る よう に なっ た 背 景 の 1 つが 、こ の 概 念 で す。

国 が 文 化 を 支 援 す る理 由 の 一 端 が分 かるでし ょ う 。 なお 、 こ の

著 者 は、 今 年 か ら 在 日 ア メリ カ 大 使 と し ての赴 任 が 決 定 し てい

ます。  

2 .  『 文 化 と 固 有 価 値 の 経 済 学 』 ( 池 上 淳  岩 波 出 版  2 0 0 3 )  文

化 と 経 済 の 関 係 を どう 捉 える かと い う 問 題 につい て、 文 化 経 済

学 の 立 場 か ら 論 じ てい ます 。 経 済 学 が 文 化 と い う 概 念 にど のよ

う な態 度 で 臨 ん で き たか 、また 今 後 どう 扱 っ てい くべ き なの か、と

い った 概 観 が分 か るでし ょ う 。文 化 産 業 の 分 析 に際 し て 、経 済

より も 文 化 に 重 きを 置 く 傾 向 が 強 い 社 会 学 と は 、 また 一 味 違 う

考 え 方 に 触 れ られ ます。  

3 .  『 変 貌 す る 日 本 の コ ン テ ン ツ 産 業 ー  創 造 性 と 多 様 性 の 模 索 』

( 河 島 伸 子 ・ 生 稲 史 彦  ミ ネ ル ヴ ァ 書 房  2 0 1 3 )  コ ンテ ン ツ産 業

にと っ て重 要 な 「創 造 性 」と 「多 様 性 」 と い う 概 念 を 柱 にし て、 そ

れに影 響 を 与 え て い る要 素 の 変 化 に つい て 、様 々なコ ン テ ンツ

産 業 を 取 り 上 げて 検 討 し てい ます 。コ ンテ ン ツ 産 業 の 単 な る紹
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介 に 留 ま らず 、 平 易 に 学 問 的 分 析 を 行 っ てい ま すので 、 コ ンテ

ンツ 産 業 研 究 の 一 端 が よく理 解 でき ま す。  

4 .  『 ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 は誰 が 作 る の か 』 ( 生 明 俊 雄  勁 草 書 房  

2 0 0 4 )  音 楽 産 業 で 長 年 働 い てい た著 者 が 、日 本 の 音 楽 史 を

社 会 学 的 に 分 析 し てい ます 。 修 士 論 文 なの で 、音 楽 産 業 研 究

の文 献 紹 介 も充 実 し てる ため 、社 会 学 が音 楽 産 業 を ど の よう に

研 究 し てき たかが 包 括 的 に 把 握 で き ます。 視 点 や 手 法 など 、実

際 に 自 分 が文 化 産 業 研 究 を す る際 に 参 考 にな るでし ょ う 。  

5 .  『 現 代 演 劇 の フ ィ ール ド ワ ー ク 』 ( 佐 藤 郁 哉  東 京 大 学 出 版 会  

1 9 9 9 )  現 代 演 劇 を 事 例 に、 文 化 と 経 済 の 幸 福 な関 係 は どこ に

あるの かと い う 問 題 を 社 会 学 的 に検 討 し てい ます 。題 名 の 通

り 、著 者 は 大 学 教 員 で あり なが ら 、 実 際 の 劇 団 活 動 に も 参 加

し 、良 質 な フ ィール ド ワー クを 行 い なが ら研 究 を まと め てい ます。

文 化 産 業 研 究 本 と し ても 、 フィ ールド ワ ーク 本 と し て も読 め ま

す。  

6 .  『 第 二 の 産 業 分 水 嶺 』 ( M , ピ オ リ ・ C , セー ブ ル  筑 摩 書 房  

1 9 9 3 )  日 本 の優 秀 な町 工 場 や、 先 端 的 な 製 品 開 発 に 特 化 し

て急 成 長 するベ ン チャ ー企 業 な ど 、中 小 企 業 の 強 みは 、 今 でこ

そ盛 んに 喧 伝 さ れ るよう になり まし たが 、一 昔 前 はい ずれ 世 の

中 の 会 社 は 大 企 業 ばかり に なり 、 中 小 企 業 はニ ッチな 場 所 でし

か生 き残 れない と の 言 説 が幅 を 利 かせ てい まし た 。そ れに 対 し

て、 今 こ そ 中 小 企 業 の 強 みが 発 揮 さ れる 時 代 だと 主 張 し た本

です 。原 著 は 19 84 年 の 出 版 であり 、 日 本 やド イ ツの 製 造 業 の

強 さ が遺 憾 なく発 揮 さ れた 時 代 でし た 。現 代 か らみ ると 突 っ込

みどこ ろはあり ます が、 世 界 中 の 産 業 研 究 の風 向 きを 大 きく 変

えた 本 で す。  

7 .  『 金 と 芸 術 － なぜ ア ー テ ィ ス トは 貧 乏 なの か 』 ( ハ ン ス ・ア ビン グ  

グ ラ ム ブ ッ ク ス  20 07 )  お 金 の 世 界 から は縁 遠 く存 在 し てい るか

のごと く みえ る、 あ る い はその よう に 位 置 づ け られが ちな 、 芸 術 と

い う 世 界 に働 く 経 済 的 原 理 を 、 平 易 な言 葉 で 語 り 尽 くし た本 で
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す。 芸 術 には 、確 か に普 通 の 経 済 と は 異 な る原 理 が 働 い てい る

ものの 、 数 々の 神 話 に 彩 ら れて 実 相 が見 え にく くな って い ます。

こ れらの 神 話 を 丁 寧 はぎ 取 ってお り 、 大 変 に読 みやすい です 。  

8 .  『 知 識 創 造 企 業 』 ( 野 中 郁 次 郎 ・ 竹 内 弘 高  東 洋 経 済 出 版 社  

1 9 9 6 )  知 識 を 上 手 く活 用 す る仕 組 み を 作 り 上 げ た企 業 こ そ

が、 継 続 的 な 製 品 の革 新 に 成 功 し て 、競 争 力 を 高 め て い くこ と

を 明 ら かにし 、世 界 中 に 影 響 を 与 え ま し た。 文 化 産 業 の 製 品

は、 その多 くが 正 に 知 識 が直 接 的 に具 現 化 し たも ので ある た

め、 文 化 産 業 にお け る企 業 の 営 みを 考 え る上 で 、是 非 と も抑 え

てお き たい 本 です 。 文 化 産 業 を 抜 きに し ても 、 知 識 と は 何 かが

具 体 的 に 分 かり ま す。こ こ には 挙 げま せんが 、続 編 もあり ますの

で、 より 理 論 的 に 知 識 と は何 かを 知 り た け れば、 そち ら も 読 んで

みると よい でし ょ う 。  

9 .  『 芸 術 崇 拝 の 思 想 － 政 教 分 離 と ヨ ーロ ッ パ の 新 し い 神 』 (松 宮

秀 治  白 水 社  2 0 08 )  芸 術 がな ぜ尊 ば れる よう に なっ たの か、

と い う 過 程 を ヨ ー ロ ッパの 宗 教 や 政 治 の変 化 と 結 び 付 け て論 じ

てい ます 。そ も そも 芸 術 が尊 い ものと い う 概 念 自 体 が近 代 以 降

の産 物 なの です が、 むし ろ 芸 術 に興 味 が無 い 人 ほど 知 ら ない 話

かも 知 れま せん 。芸 術 を 事 例 にし て、 世 の中 の 価 値 観 が 大 きく

変 化 し てい く過 程 の 一 例 を 理 解 で きま す。  

10 .  『 ク リ エ イ テ ィ ブ 資 本 論 － 新 た な 経 済 階 級 の 台 頭 』 ( R , フ ロリ ダ  

ダ イ ヤ モ ン ド 社  200 8 )  第 3 次 産 業 の 時 代 であ ると い われ るよ

う にな って 久 し い で すが、 その 実 体 は 創 造 的 な 活 動 を 行 う 集 団

の勃 興 で あり 、 それ らの 人 々を 集 めて 活 用 する 地 域 こ そ が、こ れ

からの 時 代 に 競 争 力 を 発 揮 す ると 主 張 し てい ま す。 そし て、 それ

らの 人 材 を 引 き 付 け る地 域 は 、多 様 な生 き方 や考 え 方 を 許 容

する 寛 容 性 の 高 さ が特 徴 で あるこ と を 示 し てい ま す。 多 様 性 を

受 け 入 れ る 寛 容 性 の重 要 性 が 分 か る 本 で す。こ こ で論 じ られ て

い るのは 地 域 レベ ルの話 です が、 どれ だけ 多 様 な 人 と 知 り 合 っ
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たかは 人 生 の豊 か さ にも 直 結 し ますし 、個 人 の 生 き方 に も敷 衍

でき る考 え 方 で はな い でし ょ う か。  

 ( 5 )  先 生 の 代 表 的 な 著 書 ま た は 論 文 を 二 つ か 三 つ 教 え て く だ さ

い 。 

1 .  『 コ ンテ ン ツ 産 業 と イ ノ ベ ーシ ョ ン－ テ レビ ・ ア ニ メ・ ゲ ーム 産 業 の

集 積 』 勁 草 書 房  2 0 1 6  日 本 のコ ンテ ンツ 産 業 と 一 口 で 語 ら れ

がちで すが 、そ の内 実 は 産 業 ごと に 大 きく 異 な るこ と 踏 ま え、 そ

れぞれの 競 争 力 と 地 域 はどの よう な関 わり を 持 つ のかを 分 析 し

た本 です 。作 品 が 生 み 出 さ れてい く 裏 側 には 、 クリ エイタ ーの思

い だけ では 説 明 し き れない 様 々な 社 会 的 要 素 が 影 響 し て い るこ

と が分 かり ま す 。  

2 .  『 地 域 分 析 ハ ン ド ブッ ク － E x c e l に よ る図 表 づ くり の 道 具 箱 』 ミ

ネ ル ヴ ァ 書 房  2 01 5 ( 武 者 忠 彦 ・ 近 藤 章 夫 ・ 濱 田 博 之 と 共 編

著 )  図 表 を 使 った 論 文 やレ ポート を 作 成 す ると き に、 どう すれば

綺 麗 に見 える のか 、 あるい は どん な図 表 表 現 があ るのか 、を 説

明 し た 本 で す。 地 域 に関 わ るこ と 以 外 の 論 文 やレ ポートを 作 成

する ために も 、図 表 作 成 と 表 現 技 術 を 一 か ら学 べます 。  


